
 

 

 

 

 

 

異文化の中にも共通なもの 
 

校 長  諸 橋  智 
 
日和山小には海外からやってきたお友達や海外へ旅立つお友達がいます。なかなか国際

的です！朝、玄関で子どもを迎えながらジャンケンを交わすのですが、はじめは日本語が
よく分からなくても、時を経てジャンケンに勝って笑顔で教室に向かうようになります。
その横には一緒に教室に向かう友達がいます。 

 
「ナージャの 5 つのがっこう」という絵本があります。ロシア人のナー

ジャが父親の転勤により５か国の学校生活を体験します。それぞれの文化
や教育について感じたことを描いています。 
ヨーロッパの学校では、創造性と自由が重視されています。子どもたち

は自分の意見を自由に表現し、さまざまなプロジェクトに取り組んでいま
す。アメリカの学校では、多様性と包括性が強調

されています。さまざまな背景をもつ子どもたちが共に学び、互
いの違いを尊重しています。日本の学校では、規律と協力が強調
されています。子どもたちは礼儀正しく、互いに助け合いながら
学んでいます。でも「日本はなんか変？」と感じることがたくさ

んあります。それらの体験を通じ、ナー
ジャは異文化に触れることの素晴らしさ
を知ります。 
それとは別に、私の先輩の井口さんはボツワナの学校で教員を

しています。アフリカの学校では、限られた資源の中で子どもた
ちが一生懸命に勉強しているそうです。ナージャの過ごした国々
とは様子が大きく異なり、教室は質素そのものですが、子どもた
ちの学習意欲と教師たちの情熱に感銘を受け、教育の大切さを実
感しているそうです。また、井口さんは、異文化に触れることで
視野が広がり、考え方が柔軟になったそうです。異なる文化を尊
重し、理解することが重要であると同時に、異なる文化の人々に
も共通する価値観があるそうです。例えば、家族を大切にする
心、友情、正義感などです。異文化の中であっても、共通の価値
観を見出し互いに尊重することの大切さを感じるそうです。 

 
私たちの学校以外にも海外からやってきたお友達はたくさん

います。また、地域には海外からやってきて働いている方もた
くさんいます。異なる文化を尊重し、共通の価値観を見つける
ことで、世界はもっと平和で住みやすくなることを子どもたち
には感じてほしいと思います。 
さらに言うならば、同じ国に生まれ、同じ文化で育った日本

の子どもも、一人一人みんな違います。だからこそ互いに理解
し、尊重することが大切だと思うのです。 
それは、子ども同士がつながることであり、我々大人が決め

ることのできない、そして代わってあげることができない、あ
くまで子どもたちが主人公のつながりなのです。 
※ 2 月全校朝会の話をもとにしています。 
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井口先生と仲間の先生たち 

元気なボツワナの生徒たち 



☆6年間のしも町学☆      推進プロジェクトＣ 山崎 優 
日和山小学校は、各学年で様々なしも町学を行っています。1年

生は、しも町には楽しいことがたくさんあることや、親切な人が

たくさんいることに気付き、しも町を大好きになります。 

6 年生は、しも町の課題を知り、しも町の未来について考えま

す。先日は、地域の方や地域課の方に自分たちの考えをプレゼン

テーションしました。しも町の一員として、貢献する気持ちや態

度が育ちます。 

 

☆新潟市 GIGA 宣言に立ち返る☆      支援プロジェクトα 吉田 昌恭 

後期学校アンケートによると「タブレット端末を活用することで、授業が楽しくなったりわかり

やすくなったりしている。」の肯定的評価は、９６．８％。タブレットの活用により、指導や授業

の幅が広がり、学習における子どもたちの自己表現が加速する場面がたくさん見られます。また職

員においても長期休業中に研修を行い、新たなアプリを学んだり活用方法を模索したりしていま

す。 

一方、「『日和山小版タブレットルール』を守って端末を使用している。」の肯定的評価は、児童

９７．７％に対し、保護者８１．６％とズレが見られ、職員の目から見ても気になる使用方法は散

見されます。ただ、それら全てを管理しようとするのではなく、「新潟市 GIGA 宣言に立ち返り、問

題が起きたら一緒に考える」形が、学校における指導のあるべき姿だと考えます。 

生成 AIの発展など、予見不可能な未来を生きる子どもたちが、適切なメディアリテラシーをもって 

歩んでゆけるよう、家庭、地域、学校でともに考えていきましょう。 


